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■■  ははじじめめにに  
①保存期の慢性腎臓病（CKD）患者では下肢の身体機

能低下に伴って循環器疾患発症リスクが増加することが報
告されている． 

②ホモシステインは血中メチオニンの代謝産物の一種
であり、血中ホモシステイン濃度の上昇は、循環器系疾患
の発症に独立して関与する． 

③CKD患者では、CKDステージの進行と共に、血中ホ
モシステイン濃度が上昇する． 

④ホモシステイン濃度の上昇は下肢身体機能の低下が
循環器疾患を誘導する病態生理学メカニズムの一つであ
る可能性が考えられる 

ななののでで、、本本研研究究はは保保存存期期CKD患患者者ににおおけけるる下下肢肢身身体体
機機能能とと血血中中ホホモモシシスステテイインン濃濃度度のの関関連連性性をを明明ららかかににすするるここ
ととをを目目的的ととししたた．．  

 
■■  方方法法  
１．対象者 

地域情報誌への広告掲載または筑波大学附属病院腎
臓内科外来から募集した45歳以上の保存期CKD患者98
名（年齢: 66 ± 9歳， 推定糸球体濾過量: 57 ± 21 
mL/min/1.73m2）． 
２．測定項目 

●身長 体重 Body mass index 
推定糸球体濾過量 尿中アルブミン 尿中クレアチニ
ン 
血清ホモシステイン濃度 
膝伸展筋力 30秒椅子立ち上がり回数 最大歩行速
度 
食事摂取状況 

 

■■  結結果果  
保存期CKD患者における30秒椅子立ち上がり回数と血

清ホモシステイン濃度は有意な負の関連性を示した． 
保存期CKD患者における膝伸展筋力および最大歩行

速度は血清ホモシステイン濃度と有意な関連性を示さなか
った． 

 
■■  結結論論  

保存期CKD患者において、下肢身体機能と血中ホモシ
ステイン濃度が関連する可能性が示された． 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Model 1: 下肢身体機能指標、年齢、BMIと性別を強制
投入した； 
Model 2: 腎機能指標、総身体活動量、エネルギー・タ
ンパク質・ビタミンB6・ビタミンB12・葉酸の摂取量、エネ
ルギータンパク質比、高血圧症・糖尿病・脂質異常症の
有無をステップワイズ法で投入した． 
 
 

■ 関関連連情情報報  
本研究に関連する開示すべきCOI開示はありません． 
本研究は筑波大学附属病院臨床研究倫理審査委員会

の承認を受けて実施しました． 
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